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和歌山県自浜町沿岸に出現したヒ口オウミヘピ

Laticauda laticaudata (LINNAEUS ) （コブう科；ウミヘピ亜科）

Shin KUBOTA, Hidetomo TANABE and Takushi KrsHIDA: An occurrence of the banded 

amphibious sea snake Laticauda laticaudata (Elapidae; Hydrophiinae) inshore at 

Shirahama town, Wakayama Prefecture, Japan 
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わが国沿岸、特に南西諸島一帯にはウミヘピ

類 9種が知られている（鳥羽， 1996；内山ほか9

2002）。和歌山県沿岸ではこれまでコブラ科

ウミヘビ亜科目ydrophiinaeに属する

3属 3種のウミヘピ類、セグロウミヘビ

Pelan11s platura (LINNAEUS）、クロガシラウミ

~ピ正（ydrophis mε•lanocθplwlus GR 

びエラブ、ウミへピ Laticaι.rda Sθmifasci1ヨta 

(REIN¥戸VARDT）が記録されているが（紀伊民報，

1966；串本海中公閤セン夕一， 1999;YAMATO et 

al., 1996; MASUlTAGA et al. , 2005）、今回、こ

れらとは明らかに異なる種に遭遇したので報告

する。

2009年10月11日14時頃、和歌山県白浜町瀬

戸漁港の岸壁に沿った海表面で、 l個体のヒロ

オウミヘピ Laticaudalat1白udataと推察され

る種が海面上に小さな頭を出して呼吸している

ところに久保田が偶然に遭遇した。その｛団体は

体長 lm未満（90cm前後と目測）の小型個体で、

胴部に明瞭な青＠黒のストライブがあった。発

見後、その個体は水深3mの海底に向かつて潜

水した。その後、岸壁に沿って遊泳し、数分後

に遭遇地点から 7mほど離れた所にあるコンク

リート岸壁からの突出部（水深 1rnJにからみ

つき、一時的に休止した。しかし、再びすぐに

遊泳を開始し、一直線に南北方向に伸びる岸壁

に沿って遊泳し、岸壁の先端部分に横付けされ

ている 1般の小型漁船の下をくぐり（漁船の船

長やダイバー数名も同時に目撃）、岸壁から直

線距離で2m離れた水深3m地点で、海面に浮上

した。再び頭を海水面より少しもたげて呼吸を

したので、その一瞬をデジタルカメラで撮影で

きた（図 l）。その後、また潜水し、終には姿

を治した。以上のような観察はわずか5分程度

であった。

図1 和歌山県白浜町瀬戸 で呼吸中

のヒロつを勺ミへt'Laticauda laticaud主主a.

Fig. l The band巴damphibious sεa snake, 

Laticauda laticaudata, at the 

water surface in Se七oharbor, Shirahama 

town, Vilakayama P1・efecture, cTapan. 
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この個体がヒロオウミヘビであれば全長120

cmに達するが（鳥羽＇ 1996；内山ほか， 2002）、

本個体が成体か幼体なのか採取できなかったの

で不明である。しかしながら、本個体が明瞭な

青＠黒のストライブを示した特徴から（図 1）、

ストライブ。模様が不明瞭なェラブウミヘピとは

異なり、白・黒のストライブを示すクロガシラ

ウミヘピとも違う積であり、背面の大半が黒色

を呈する小型のセグロウミヘビとも明らかに異

なり（鳥羽＇ 1996; 内山ほか， 2002）、前2種

が通常の体長が 1rnを超えることでも本伺体は

ってい

2009年JO月8日に紀伊半島沿岸に大型台風18

号が再接近し、その風波で本個体が岸辺に吹き

寄せられ、今回の出現に至った可能性もある。

本種は夜行性とされているが（内山ほかフ 2002）、

晴天日の真昼間に出現したのも吹き寄せ

させるものである。その後、瀬戸漁港にはウミ

ヘピ類が出現しないか毎日のように昼間に調査

したが、 2010年1月末まで遭遇することはまっ

たくなかった。また、同時期に実施した京都大

フィーノレド科学教育研究センタ一瀬戸臨海実

験所の通称“北浜”でのほぼ毎日の漂着物調査

でら出現しなかった。

ヒロオウミヘビは猛毒を持っているので取り

、に注意が必要であるが、死亡に至るような

れ方はなかなか起こらないとされている。

ヒロオウミヘビの分布北限は屋久島沿岸なので

1996）、同定に誤りがなければ今回の

は北限記録であり、紀伊半島沿岸域におけ

る初記録例となる。現に、 2010年1月末、白浜

町より数寸 km南方、にあるすさみ町の漁港内て＼

どのヒロオウミヘビ1個体が生きた

まま捕獲さjもた（紀｛安民幸弘 2010）。

、てご教示下さり、原稿を査読して

下さった京都大学大学院理学研究科動物学教室

教授、疋田 努博士に探訪j致します。
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